
 

 

 

 
 

関興寺(かんこうじ)～関興寺の味噌なめたか～               上杉

家ゆかりの禅寺。御館の乱では謙信から寄進された大般若経を味噌桶に入れ守

ったという逸話があり、「関興寺の味噌なめたか」という言葉が生まれた。 

その味噌はご利益があり、福徳を授かると知れ渡るようになった。 

また、苔や砂紋で釈迦の最期をイメージしたという枯山水の石庭は見応えがあ

る。 

雲 洞 庵 ( う ん と う あ ん ) ～ 雲 洞 庵 の 土 踏 ん だ か ～

「天地人」の主人公、与六（のちの直江兼続）と喜平次（のちの上杉景勝）が少年期

に学問を学んだ地。 兼続の兜の前立ての「愛」という文字は、当時の住職である北

高全祝や通天存達の教えからなると云われる。  

赤門よりの参道には法華経が一字一石ずつきざまれ、古来「雲洞庵の土踏んだか」と云

われ、踏みしめてお参りすると、罪業消滅、万福多幸の利益にあずかると云われている。 

    １0:00 センター出発 → 10:45関
かん

興寺
こ う じ

(約 30 分見学) → 11:35雲
うん

洞
と う

庵
あん

(約 30 分見学) → 

    12:45安穏亭
あんのんてい

(約 1 時間昼食) → 13:55愛
あい

・天地人
て ん ち じ ん

博
はく

(約 30 分見学) → 15:30 センター到着 

     ※浦佐駅(上越新幹線 15:25 発東京行き)、小出インター(高速バス 16:56 発池袋行き)経由します。 

※大変混み合っているので日程が遅れる事があります。 あらかじめご了承ください。 

 

      ６月 - １日、７日、２１日、２２日、２６日、28 日、29 日 ※６月は寺泊ツアーに変更する場合が 

                                   あります。 

      ９月 - 4 日、6日、７日、11 日、13 日、14 日、18 日、20 日、21 日、25 日、27 日、28 日 

     11 月 - 6 日、8日、9日、13 日、15 日、1６日、20 日、22 日、23 日、29 日、30 日 

 

    参加費 お一人様 500 円(小学生未満は 100 円) 保険料等として申し受けます。 

    他に拝観料、昼食代等は現地で各自ご精算ください。 

    (雲洞庵 300 円、愛・天地人博 600 円、安穏亭(昼食)1000 円程度)※関興寺は７月より有料となる見込。 

 

    最低運行人数は５名様です。 前日の 18：00 まで受付を行いますが、募集定員（2８名様） 

    になりしだい予約受付を終了しますので、お早めにフロントへ申し付けてください。 

    また、貸切りや 10 名様以上の団体での予約は受付けできません。 
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